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化学遺産の第5回認定　3
認定化学遺産 第025号

125年の歴史を刻む学び舎
日本の発展に貢献した化学者が学んだ階段教室
●

谷口　功　Isao TANIGUCHI

旧第五高等学校（五高）化学実験場及び旧第四高等学校（四高）物理化学教室は，それぞれ，1889（明治22）年及び1890（明治
23）年に竣工しています。建物の工事監督者は文部省技師の山口半六，設計者は文部省技師の久留正道であり，これら2つの建
物は同一人物（両名は，当時の西洋建築を学んだ学校建築の第一人者）によって建設されたものです。これらの学び舎から近代
日本の発展に貢献した多くの人材が輩出されました。

はじめに

1887（明治 20）年，欧米の文化や科学技術に学び，
我が国の近代化を進めるためには，それを担う人材の
育成が不可欠であるとして，時の政府が初めて全国各
地に 5つの高等教育機関を設立しました。第一（現東
京大学），第二（現東北大学），第三（現京都大学），
第四（現金沢大学）及び第五（現熊本大学）高等（中）
学校（当初は高等中学校と呼ばれ，1894（明治 27）
年に高等学校に改称されました）です。旧第五高等学
校（五高）化学実験場1）及び旧第四高等学校（四高）
物理化学教室2）（物理教室と化学教室が左右対象に 1

つの建物の中にあり，物理・化学教室と表現した方が
よいと思いますが）建物ができたのは，それぞれ，五
高及び四高が設置されて 2年及び 3年後です。化学実
験場や物理化学教室の名前からわかるように，当時の
我が国の人材育成において，実験を含む自然科学教育
を重視していたことが伺えます。これらの建物は，建
設後 125年余を経た今も建設当時の状態で保存されて
います。特に，旧五高の化学実験場の階段教室は，現
在も建設当時と同様に未来を担う学生の教育の場にな
っています。

旧第五高等学校（五高）化学実験場と
最古のドラフトチャンバー

第五高等学校（五高）の化学実験場は煉瓦づくりの
建物で，建設後 125年余を経過した今日まで原型のま
ま建設された当時の場所で保存・活用されている希有
な歴史的な建造物です。我が国の国指定重要文化財と
して 1969（昭和 44）年に登録されています。
化学実験場の外観（図 1），階段教室関係図面と授
業風景（図 2），ドラフト図面（図 3）等を示します。
化学実験場は，地上 1階建（建築面積 427 m2＝約 130

坪，建物面積 419 m2）の桟瓦葺（さんがわらぶき：
瓦の設置法の名称）で，内部は 6室からなり，西側に
階段教室が設けられています1）。階段教室は，中央部
に 2つの通路を持ち，約 100名が収容できます。
数年前の司馬遼太郎氏の「坂の上の雲」のテレビド
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ラマ化の際には，そのロケ現場にも使われました。
化学実験場は，当時の教員が演示実験を行った階段
教室（黒板の後ろがドラフトチャンバーになっている）
に加えて，隣の化学実験室にも，ドラフトチャンバー
の設備があります。図 3の設計図に示されているよ
うに，アルコールランプやロウソクの燃焼による上昇
気流を利用した排気システムを持つ我が国最古（かつ
唯一と言われている）のドラフトチャンバーが原型の
まま残されています3）。

階段教室は，今日でも教育の場として活用され，
脈々と流れる人材育成の場として受け継がれていま
す。現在，文化庁の活用型文化資産保存事業にも認定
されています。文化財としての耐震調査を経て，建物
の修復・整備の計画の申請及びこの計画書の許可を得
た上で「化学遺産」として認定された階段教室や最古
のドラフトシステムを有する化学実験場の改修が計画
されています。この「化学遺産」は，今後も，学生諸
君はもとより広く市民の皆様にも我が国の化学教育や

図 2　（上）化学実験場全体の設計図，（中）同，階段教室の設
計図と（下）階段教室での授業風景（黒板の横には薬品棚も見
える）

図 3　（上）ドラフトチャンバーの写真及び（中）その排気シ
ステムを示す部分の拡大図面（アルコールランプによる排気シ
ステムの様子がわかる）と（下）ドラフトチャンバーの図面
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化学発展の歴史をご理解いただく場として活用される
ことになります。

旧第四高等学校（四高）物理化学教室

第四高等学校の物理化学教室も第五高等学校の化学
実験場と同一人物により設計施行されたことから，階
段教室，教室の階段の勾配，天井の高さ，教室の大き
さ等，互いに極めて類似しています（図 4）。前方に
ある教壇の後ろにドラフトチャンバーがあることも共
通しています。建物の規模（建物面積　約 452 m2＝
137坪）も類似しています2）。

図 4　物理化学教室の入口（上）と階段教室内部（中；下）第
五高等学校化学実験場の階段教室と類似：教壇には流しが設置
され，階段教室の通路は，長い机の両脇である壁際に設置され
ている）

この教室は，四高を受け継いだ現金沢大学（金沢市）
ではなく，現在，愛知県犬山市にある博物館明治村に

（1965（昭和 40）年に移築・復元）残されています。
建物は第五高等学校の化学実験場とは異なり木造平屋
建てです。建物中央の玄関ホールから両側に階段教室
を持ち，左右に寄棟屋根（四方に傾斜を持つ屋根）の
実験教室が設置されています。階段教室は，五高の階
段教室とは異なり両側の窓沿いに通路が設置されてい
ます。なお，この建物は我が国の登録有形文化財
（2003（平成 15）年登録）となっています。

おわりに

第五高等学校や第四高等学校の階段教室で学んだ数
多くの俊英達は，その後の近代日本の発展に大きな貢
献をしています。例えば，設立当初の学生の代表格と
しての寺田寅彦（五高：東大教授）先生は，X線結晶
学の草分けとしても化学の発展に寄与しています。三
枝武夫（五高：京大教授，高分子学会長）先生は，化
学会の重鎮として周知のとおりです。昨年逝去された
五高の最後の卒業生の代表としての前田勝之助（五高：
東レ社長・会長）氏は，我が国の繊維業界を引っぱり
炭素繊維の生みの親としても知られています。また，
中谷宇吉郎（四高：物理学者）先生はじめ，多くの俊
才が四高から育っています。もとより，五高や四高か
らは学術分野のみならず，政治，行政，財界等，各方
面で活躍された多数の人材が輩出されています。
旧第五高等学校の化学実験場の写真は，平成 25年
の 1年間，本会の雑誌「化学と教育」の表紙をかざり，
まさしく我が国の「化学と教育」の原点ともいえる施
設として紹介されました。

図 5　「化学と教育」第 61巻（2013）
表紙
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